
九州各県の地域医療構想の体系（目次）一覧 

 

県 名 熊本県 福岡県 佐賀県 

策定時期 平成29 年3 月頃 平成28 年12 月頃 平成28 年3 月（完了） 

ページ数     －     － 41 ページ 

目 次 

第１章 基本的事項 

１ 誇るべき「宝」である熊本県の医療提供体制の

回復・充実に向けて 

２ 地域医療構想策定の趣旨 

３ 構想の策定体制・プロセス 

 

第２章 熊本県の現状 

１ 人口の推移・見通し 

２ 医療・介護資源の現状 

 

第３章 構想区域 

１ 構想区域の設定の考え方 

２ 構想区域の設定 

 

第４章 将来の医療需要・病床数の必要量の推計 

１ 法令に基づく医療需要及び病床数の必要量の

推計 

２ 熊本県における将来の病床数の独自推計 

３ 病床機能報告の報告病床数と将来の病床数の

比較 

 

第５章 構想区域ごとの状況 

  （11 地域） 

 

第６章 将来のめざすべき医療提供体制の実現に

向けた施策 

１ 病床の機能の分化及び連携の推進 

２ 在宅医療等の充実 

３ 医療従事者の養成・確保 

４ 介護従事者の養成・確保 

 

第７章 地域医療構想の実現に向けた推進体制 

 １ 推進体制 

 ２ 関係当事者の役割 

 ３ 構想の進行管理 

 

    － 

Ⅰ 構想の基本的事項 

１ 策定の趣旨 

２ 基本理念 

３ 期間 

 

Ⅱ 構想区域の設定と医療提供体制の現状 

１ 構想区域の設定 

２ 構想区域の患者の受療動向 

３ 医療提供体制の現状 

 

Ⅲ 人口の推移等 

１ 人口の推移 

２ 高齢者世帯の状況 

 

Ⅳ 医療需要の見通し 

１ 医療需要と必要病床数 

２ 慢性期と在宅医療等の医療需要 

３ 主要疾患の医療需要 

 

Ⅴ 平成37（2025）年に向けた施策の方向性 

１ 病床機能の分化・連携の推進 

２ 地域包括ケアシステムの構築 

３ 医療従事者の確保・養成 

４ 指標 

 

Ⅵ 推進体制 

 

Ⅶ 策定過程 

 

資料６ 



県 名 熊本県 長崎県 大分県 

策定時期 平成29 年3 月頃 平成28 年11 月頃 平成28 年6 月（完了） 

ページ数     － 81 ページ（素案） 104 ページ 

目 次 

第１章 基本的事項 

１ 誇るべき「宝」である熊本県の医療提供体制の

回復・充実に向けて 

２ 地域医療構想策定の趣旨 

３ 構想の策定体制・プロセス 

 

第２章 熊本県の現状 

１ 人口の推移・見通し 

２ 医療・介護資源の現状 

 

第３章 構想区域 

１ 構想区域の設定の考え方 

２ 構想区域の設定 

 

第４章 将来の医療需要・病床数の必要量の推計 

１ 法令に基づく医療需要及び病床数の必要量の

推計 

２ 熊本県における将来の病床数の独自推計 

３ 病床機能報告の報告病床数と将来の病床数の

比較 

 

第５章 構想区域ごとの状況 

  （11 地域） 

 

第６章 将来のめざすべき医療提供体制の実現に

向けた施策 

１ 病床の機能の分化及び連携の推進 

２ 在宅医療等の充実 

３ 医療従事者の養成・確保 

４ 介護従事者の養成・確保 

 

第７章 地域医療構想の実現に向けた推進体制 

 １ 推進体制 

 ２ 関係当事者の役割 

 ３ 構想の進行管理 

第１章 長崎県地域医療構想について 

(1)長崎県地域医療構想の概要 

(2)地域医療構想に定める内容 

(3)地域医療構想の策定手順と調整会議 

(4)将来の医療需要の推計方法 

(5)将来の必要病床数の推計方 

(6)構想区域の設定 

 

第２章 長崎県の現状 

(1)少子高齢化の状況 

(2)医療従事者の状況 

(3)病床の状況 

(4)疾患の状況 

(5)課題を抽出するにあたっての視点 

(6)各構想区域の具体的な現状と課題 

 

第３章 将来の医療需要 

(1)将来の医療需要 

(2)2025（平成37）年の医療需要 

 

第４章 将来の必要病床数 

(1)将来の必要病床数 

(2)2025（平成37）年の必要病床数 

 

第５章 構想実現のための考え方 

(1)機能分化・連携にあたっての基本方針 

(2)在宅医療と介護の充実 

 

第６章 構想実現のための必要な施策について 

(1)病床の機能分化・連携に向けた取り組み 

(2)在宅医療等の充実のための取り組み 

(3)医療・介護人材の確保のための取り組み 

 

第７章 その他の事項 

(1)医療保険者との連携 

(2)地域医療構想の周知に向けた取り組み 

第１章 構想の策定にあたって 

第１節 構想策定の趣旨 

第２節 構想の位置付け・役割 

 

第２章 構想策定の背景 

第１節 人口・高齢化等の状況 

第２節 医療費、医療施設等の状況 

第３節 地域医療構想に関する制度化の経緯 

第４節 病床機能報告制度 

 

第３章 構想区域の設定 

 

第４章 将来における医療需要及び必要病床数 

第１節 推計方法の概要 

第２節 県全域の概況 

第３節 東部医療圏 ～第８節 北部医療圏 

 

第５章 構想の基本的考え方 

 

第６章 構想の実現に向けた今後の施策の方向 

第１節 病床機能の分化・連携 

第２節 在宅医療等の推進 

第３節 医療従事者等の確保・養成 

第４節 健康寿命の延伸 

第５節 地域包括ケアシステムの構築 

第６節 その他の施策 

 

第７章 構想の実現に向けた取組 

第１節 基本的な取組の方向 

第２節 各医療機関の取組 

第３節 県の取組 

第４節 その他関係者の取組 

第５節 県民の理解 

第６節 国との連携等 

 

第８章 構想に関する国における動向 

（病床機能報告制度の改善/療養病床のあり方等 

/医療従事者の需給見通しや確保策/基準病床数と

必要病床数の整合性/医療費適正化計画との関係/

医療計画と介護保険事業（支援）計画との関係/地

域医療介護総合確保基金） 



県 名 熊本県 宮崎県 鹿児島県 

策定時期 平成29 年3 月頃 平成28 年度半ば 平成28 年10 月頃 

ページ数     － 53 ページ（素案） 111 ページ（素案） 

目 次 

第１章 基本的事項 

１ 誇るべき「宝」である熊本県の医療提供体制の

回復・充実に向けて 

２ 地域医療構想策定の趣旨 

３ 構想の策定体制・プロセス 

 

第２章 熊本県の現状 

１ 人口の推移・見通し 

２ 医療・介護資源の現状 

 

第３章 構想区域 

１ 構想区域の設定の考え方 

２ 構想区域の設定 

 

第４章 将来の医療需要・病床数の必要量の推計 

１ 法令に基づく医療需要及び病床数の必要量の

推計 

２ 熊本県における将来の病床数の独自推計 

３ 病床機能報告の報告病床数と将来の病床数の

比較 

 

第５章 構想区域ごとの状況 

  （11 地域） 

 

第６章 将来のめざすべき医療提供体制の実現に

向けた施策 

１ 病床の機能の分化及び連携の推進 

２ 在宅医療等の充実 

３ 医療従事者の養成・確保 

４ 介護従事者の養成・確保 

 

第７章 地域医療構想の実現に向けた推進体制 

 １ 推進体制 

 ２ 関係当事者の役割 

 ３ 構想の進行管理 

第１ 総論 

１ 地域医療構想の策定の趣旨 

２ 地域医療構想の位置付け 

 

第２ 将来予測 

１ 人口 

２ 入院患者数 

 

第３ 病床機能の現状等 

１ 病床機能報告制度 

２ 病床機能報告に係る情報提供 

３ 病床機能報告の活用 

４ 病床機能報告結果 

 

第４ 将来の医療提供体制 

１ 構想区域の設定 

２ 将来の病床数の必要量 

３ 将来の居宅等における医療の必要量（在宅医療

等の医療需要） 

 

第５ 地域医療構想に係る病床の機能の分化及び 

連携の推進 

 

 

第６ 評価・公表の実施 

 

第１章 地域医療構想の概要 

第１節 策定の背景 

第２節 地域医療構想の概要 

 

第２章 本県の人口推計等 

第１節 人口の将来推計 

第２節 世帯構造の現状と将来推計 

 

第３章 本県の医療提供体制の現状 

第１節 医療施設 

第２節 病床数 

第３節 医療従事者の状況 

 

第４章 構想区域 

第１節 構想区域の検討 

第２節 構想区域の設定 

 

第５章 医療需要及び病床の必要量（必要病床数） 

第１節 病床機能報告 

第２節 将来の医療需要推計 

 

第６章 構想区域別の状況等 

第１節 鹿児島医療圏  

第２節 南薩医療圏 

第３節 川薩医療圏 

第４節 出水医療圏 

第５節 姶良・伊佐医療圏 

第６節 曽於医療圏 

第７節 肝属医療圏 

第８節 熊毛医療圏 

第９節 奄美医療圏 

 

第７章 地域医療構想推進のための施策の方向性 

第１節 取組の基本的方向 

第２節 各施策の方向性 

 １ 病床の機能の分化・連携の推進 

 ２ 在宅医療・介護連携の推進 

 ３ 医療従事者の確保及び資質の向上 

 

 

  



県 名 熊本県 沖縄県 

策定時期 平成29 年3 月頃 平成28 年度中 

ページ数     －     － 

目 次 

第１章 基本的事項 

１ 誇るべき「宝」である熊本県の医療提供体制の

回復・充実に向けて 

２ 地域医療構想策定の趣旨 

３ 構想の策定体制・プロセス 

 

第２章 熊本県の現状 

１ 人口の推移・見通し 

２ 医療・介護資源の現状 

 

第３章 構想区域 

１ 構想区域の設定の考え方 

２ 構想区域の設定 

 

第４章 将来の医療需要・病床数の必要量の推計 

１ 法令に基づく医療需要及び病床数の必要量の

推計 

２ 熊本県における将来の病床数の独自推計 

３ 病床機能報告の報告病床数と将来の病床数の

比較 

 

第５章 構想区域ごとの状況 

  （11 地域） 

 

第６章 将来のめざすべき医療提供体制の実現に

向けた施策 

１ 病床の機能の分化及び連携の推進 

２ 在宅医療等の充実 

３ 医療従事者の養成・確保 

４ 介護従事者の養成・確保 

 

第７章 地域医療構想の実現に向けた推進体制 

 １ 推進体制 

 ２ 関係当事者の役割 

 ３ 構想の進行管理 

 

    － 

 


